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１ はじめに  

  

上田市は、典型的な内陸性の気候であり、晴天率も高く年間の降水量は９００ミリメ

ートル程度と全国有数の少雨乾燥地帯ですが、梅雨期における局地的な大雨（ゲリラ豪

雨）や長雨、台風の通過に伴う暴風雨等により住家への被害が毎年発生しています。 

令和元年に発生した東日本台風では、上田市に、大雨特別警報が発表されるととも

に、市内全域で河川の増水により、住宅や道路などに、多くの被害が発生し、大勢の市

民の方が指定緊急避難場所などへの避難を余儀なくされました。 

近年は地球温暖化による気候変動がもたらす災害の発生件数が増加する傾向にあり、

全国的に局地的な豪雨や突風、勢力の強い台風の上陸などが顕著になってきています。 

また、東日本の各地に甚大な被害を及ぼした平成２３年の東日本大震災から１３年

が経過しましたが、昨年１月には能登半島地震、８月には日向灘を震源とする地震が発

生し、南海トラフ地震臨時情報（巨大地震注意）が発表されるなど、震源域周辺では今

後も長期間にわたり大規模な地震が発生する可能性が高いとされています。 

長野県内においては、いくつもの断層があり、中でも糸魚川－静岡構造線断層帯（牛

伏寺断層を含む中北部区間）でマグニチュード７．６程度の地震が発生する確率は、今

後３０年以内に１４％～３０％とされており、長野県による地震被害想定では、糸魚川

－静岡構造線断層帯（全体）の地震が発生した場合、上田市における最大震度は７と想

定されています。 

さらに、東海、東南海、南海地震が同時に発生する「南海トラフ巨大地震」では、超

広域にわたり強い揺れが発生すると予測され、上田市の最大震度は５強と想定されて

います。 

また、近年は、災害が激甚化していることに併せて、災害時においても感染症対策が

求められるなど、複雑多様化しています。 

大災害がいつ発生してもおかしくない状況であることを認識し、災害による被害を

最小限にとどめるため、「自分の命は自分で守る（自助）」「自分たちの地域は自分たち

で守る（共助）」という隣保協同の精神をもって、日頃から防災と減災を意識した取り

組みが必要です。 

この手引書を、地域防災力の向上と自主防災活動の充実を図るための参考資料とし

て御活用されますようお願いします。 
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